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Ｑ 政権交代後、行政刷新・公務員制度改革などを担当する内閣府特命担当大臣に就任、その後、国家戦略

担当大臣にも就任されましたが、振り返ってみてどのような感想をお持ちでしょうか。

野党の議員から大臣になりました実感として、この一国の行政の一部分、政治責任を負って行政を執行する

のは大変なことだなと思いました。

行政刷新の内閣府特命担当大臣として始めました事業仕分けは、有難いことに大変高い評価をいただきまし

た。事業仕分けについては、既にあちこちで述べたり書かれたりしておりますが、弁護士からも仕分け人とし

て参加いただき活躍していただきましたことについては、改めてお礼を申し上げたいと思います。

私が任命されました内閣府特命担当大臣という名称は皆さん余り聞き慣れないかもしれませんが、今、この

内閣府特命担当大臣には８人が任命されています。これは自民党政権時代からの各省縦割りを越え、出てきた

政治課題を政策化し、新しい制度的な構築をしていく必要が出てきたためです。要するに守備範囲が各省限定

されておりまして、間に色々な空間、野球で言えばポテンヒットがぽとぽと落ちるような隙間が色々出来てい

たということが、内閣府に何々担当というのが出来てきた理由だと思います。また、ある種の統合的作業とし

て、各省庁横並びの中で少し高いところから政策調整をやらないと上手く政策が出来ないこととも関係がある

と思います。
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ところが、内閣府特命担当大臣となりまして思いましたのが、内閣府というのは非常に判りづらい組織だな

ということです。内閣府の主任の大臣は内閣総理大臣、「内閣府の主任の大臣たる内閣総理大臣」と内閣府設

置法で書かれております。今、蓮舫さんがしている内閣府特命担当大臣は、総理に代わって補佐をするという

もので、権限の主体という書きぶりになっていません。従って、組織的な命令系統は、あくまでも点線で部局

に結ばれております。そんなことで、日本の行政組織と政治の関係は判りづらい、外からみても中にいても判

りづらいものになっています。

今、８人大臣がおりますが、副大臣、政務官は３人ずつですので、政務三役の政治主導で各政策を実行して

いくということになりますと、副大臣と政務官は複数の大臣の間を担当として走り回るという格好になりま

す。これはエネルギーの使い方としてはなかなか腰が落ち着かないもので、大臣としても自分の代役として使

おうとしてもなかなか難しいという感じがしました。

Ｑ その後、国家戦略担当大臣にも就任されましたが、国家戦略担当とはどのような仕事をされる大臣なの

でしょうか。

梶谷剛理事長をまじえ懇談

国家戦略担当大臣の発令当時の総理

の指示書では「税財政の骨格や経済運

営の基本方針等について企画立案及び

行政各部の所管する事務の調整を担

当」ということになっています。私の

時代認識でいいますと、日本は２０年前

からグローバリゼーションという大き

な波に洗われて、「第三の開国」とい

う状況に直面しています。この大きな

世界のうねりの中でプレイヤーとして

日本はどのように生き抜いていくべきか、これを考え実行に移すのが国家戦略室の課題だと思っていました。

国家戦略担当となると、少々大きめな政策課題も出て参りました。例えば、CO２の削減に関する、地球温暖

化対策基本法を前国会に出しましたが、こうした法案は、環境省、経産省、外務省というところが主たるプレ

イヤーですが、農林水産省も関係し、その他官庁も全く関係しないところはないという法案です。そこで、誰

かが相互調整の役割をしなければならないということになります。この役割を国家戦略担当が引き受け、現実

の日々の課題の相互調整をするということになります。かつて財務省が実質的にやっていた最終的な相互調整

をするのが国家戦略担当ということとなっておりましたので、大変忙しいことになっていました。
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Ｑ 平成２２年６月８日に官房長官になられてから半年が経過しましたが、官房長官の毎日というのはどのよ

うなものなのでしょうか。

飯田隆広報委員長がインタビュー

行政刷新担当、国家戦略担当をやっ

ておりましたので、官房とはなんぞや

と横目で何となくは判っていました

が、仕事量は国家戦略担当の更に倍く

らいに増えました。

一日の日程は、国会の会期中か否か

によっても変わってきますが、朝は早

くから官邸に入ります。その後、本会

議や委員会等がある場合はこれに出席

します。ご存じのように本会議や委員

会の日程は必ずしも予定通りにはいかず、時間も日によって変わってきますが、例えば予算委員会の基本的質

疑の場合だと午前は９時から１２時、午後は１３時から１７時まで開かれます。

官房長官の職務のうち特徴的なものの一つに、毎日午前と午後の２回の記者会見があります。官房長官はい

わば政府の公式スポークスマンとして、政府の動向や見解を述べたり、情報を発信したりしています。

これら国会と記者会見の時間の隙間を縫って、様々な報告を受けたり、打合せをしたりします。国家戦略担

当だった時以上に各省大臣、官僚との打合せが分刻みで入ってくるため、目まぐるしく一日が過ぎていきます。

官邸を出る時間は、日によって区々です。予定として事前に組まれたものも、実際には当日の動きに合わせ

て大幅に変更しながら、仕事をこなしています。じっくり構えていたいのですが、なかなかそうもいかないの

が現状ですね。

Ｑ 弁護士出身の官房長官として政府の中から見たとき、我が国における行政と司法の関係について、どの

ようにお考えでしょうか。

行政も人が運営している以上、絶対に誤りを犯さない、無謬ということはありえません。その行政の誤りを

正す方法の一つが裁判でありますが、この裁判は、行政の方針を決めるためにも非常に重要なプロセスです。

国を相手に請求をするとき、有力者と誰かが陰で会って、そこでネゴをして決まったというのでは良くありま

せん。国がどういう形でどのくらいの額を負担するのかなど、争いがありえる場合に、裁判というオープンな

場で公正に話し合うというのは、国民の税金の使い道を決める良い方法であるはずです。しかし、日本のこれ

までのガバナンスにおいては、裁判に持ち出されることを恥じたり、悪だと考える風潮がありました。そして、
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これまでの政府の体制は、非常にまずいものでした。

これまでの国家賠償訴訟などへの対応の仕方をみてみますと、訴えられた省庁が法務省に依頼をして、訟務

検事が裁判所に行って対応するという形になります。ここには官邸の「か」の字も出てきません。また、お金

を請求されているわけでありますから財務省が政府の検討の輪に入っていなければならないはずです。なのに

最初から財務省が入っていないので、その後、和解勧告、判決が出てから、おそるおそる財務省にお伺いを立

てるということになっていた訳です。

Ｑ 国を相手にした訴訟については、日々報道等でも拝見しますが、今、日本の官庁はどのくらい訴訟を持っ

ているのでしょうか。

国家賠償請求訴訟は約１万７０００件あ

ると言われています。そのうち本省が

扱っている訴訟は約１７００件、さらに社

会的注目を集める案件、新聞報道にな

りうるものは５９件です。年５９件という

ことは、毎週１回はあることになりま

す。法廷の数は７００法廷あるというこ

とです。同じ種類の事件が、全国にあ

り１件につき１０法廷は有るわけで、

次々と後発事件、第１次原告、第２次

原告という話になっています。７００法廷を２００日で割ると１日３．５件の事件が全国の法廷で社会的注目を集める

事件がなされていることになります。

これらの訴訟について、「政府全体を統括してどこが情報を集約して、どういう進行になって、その後、政

治的な判断が必要な段階がくるのかどうか、これをどこでマネージメントしているのか」と官僚に聞いたとこ

ろ、やっていないという答えでした。だから、ああやって新聞の大見出しになってから気が付いたり、むしろ

旗が立ってから気づいたりするのです。判決や和解勧告を受けたときに、官邸からのメッセージが必要な事件

か否か、どのようなメッセージを出すかなどの検討、つまり最終的な解決に至るまでの検討をどこでしている

のかと聞いたら、これまで官邸ではやっていなかったと、こういう話なのです。

大会社でたとえれば、この種の問題については、担当取締役が存在し、なおかつ、その下に法務部、情報を

管理する部門、訴訟を遂行する部門、問題を指摘されている部門があり、横目で財務部、そして、それらを束

ねる副社長・常務などがいるはずです。「普通の会社であればそうなっているのではないか。我が日本政府は

そうなっていなかったのか」と聞くと、なっていないということでした。
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今、情報を集約して検討する体制を整えたり、訴訟関係大臣会合を開くなどガバナンスを構築しているとこ

ろですが、裁判に持ち出されることを恥じたり、悪だったりと霞が関が考えているとすれば、この文化も変え

なければなりません。水面下でゴニョゴニョと訳のわからない交渉をして、アービトラリーな結末となるのは

問題があります。その点、裁判は公正なオープンな場で決着がつきます。もう少し行政と司法の関係の発想を

変えていかなければなりません。

Ｑ 今後の日本の社会あるいは国際社会において、日本の弁護士・弁護士会が果たすべき役割について、ど

のようにお考えでしょうか。期待・要望などもありましたらお聞かせください。

仙谷由人内閣官房長官を囲んで

先ほども申しましたように、今の時

期は、私の時代認識としては、グロー

バリゼーションの荒波の中で日本が本

格的に第三の開国期に直面している時

期であると思います。この大変な時期

に日本はどのようにすれば生き残って

いくことができるのか。一つの大きな

問題は、対外政策、TPPとか EPA等

で日本がどうやって国を開いていくの

かという問題です。ここは新しい成長

戦略を作り、世界の中でも優れている日本の要素技術をパッケージにし、例えばグリーンというコンセプトの

下に貢献しながら世界に打って出なければいけません。

このような時代に重要なのは、海外に出て行く気概、昔で言えば海外雄飛の気概というんでしょうか、もう

一遍世界を舞台に日本人が生き生きと働いて、現地の人にも感謝される日本人になるということが、社会とし

ても戦略的にも非常に重要な段階にきているところだと思います。

今、日本の若者は、商社に就職した人ですら海外に行きたがらないという話があります。社会全体、あるい

は特に若者がこのように保守化してしまっては、この大変なグローバリゼーションの時代に生き残っていくこ

とはできません。弁護士は、日本の企業が海外で活躍し、外国の企業と渡り合うために重要な存在です。他方、

外国での法整備やNPO法人での活動などを通して、現地の人に「ありがとう」と言われることのできる存在

でもあります。国際的に活躍している弁護士の方々も沢山いることは知っていますが、もっともっと海外で活

躍して欲しいと思います。専門的な知見をもった人材が元気にどんどん海外に打って出る、野球やサッカーの

様に、海外でプロフェッショナルと渡り合い、切磋琢磨し、日本に戻って社会全体のレベルを押し上げていく、

そうした活動を弁護士と弁護士会には是非やっていただきたいと思います。
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Ｑ 最後に、これからの法曹界を担っていく若手弁護士へのメッセージをお願いします。

これからの時代は、産業構造の転換に伴い社会も新しく再構築されていかなければならない時代です。これ

からの時代を担う若い人たちが様々な分野に挑戦し、壁にぶつかり、そしてまた立ち上がり挑戦していく、そ

の繰り返しが日本の社会の力になり、新しい日本を作っていくことになります。弁護士の増加によって仕事の

パイが少なくなった、就職が難しくなったと嘆くのではなく、新しい時代に新しい領域に挑戦する、今はチャ

ンスの時なのだという気概を持って生き生きと仕事をしていただきたいです。困難な道にこそ本当に価値ある

道があるのです。

ベテランの弁護士の皆さんも、是非、未来の日本のために若手の弁護士を育て、その挑戦を応援していって

いただければと思います。 以 上

和歌山支部設立報告
平成２２年１２月１１日午後５時から、ルミエール華月

殿において、弁政連和歌山支部の設立総会並びに記

念祝賀会を開催しました。

設立総会には、本部からは、梶谷剛理事長、鈴木

善和幹事長に出席していただき、会員４３名の参加の

もと、支部規約、役員人事等の議題が滞りなく承認

されました。

記念祝賀会は、二階俊博元経済産業大臣、石田真

敏衆議院議員、岸本周平衆議院議員、鶴保庸介参議

院議員、世耕弘成参議院議員の和歌山県選出国会議

員５名の本人出席と仁坂吉伸和歌山県知事の出席を

得て、出席者６１名それぞれの間で、幅広く活発な意

見交換がなされ、盛況のうちに終了しました。

来賓の方々の支部設立を歓迎する旨のご挨拶をお

ききし、無事設立に至ったことを喜ぶとともに、今

後の責任の大きさを感じた次第です。

（弁政連和歌山支部 幹事長 有田佳秀）

支部人事について
仙台支部
（役員改選）

支 部 長 鹿野哲義（新任）

副支部長 氏家和男（再任）、角山 正（新任）

幹 事 長 山谷澄雄（再任）

副幹事長 小野寺友宏（再任）、及川雄介（再任）

和歌山支部
支 部 長 岡本 浩 副支部長 大谷美都夫

理 事 山崎和友、谷口昇ニ、水野八朗、田中昭彦

有田佳秀

監 事 辻本圭三、豊田泰史

幹 事 長 有田佳秀 副幹事長 田中祥博、廣谷行敏

顧 問 月山 桂、鈴木俊男、山本光弥
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仙谷由人氏が内閣官房長官
サービス産業を中心とする２１世紀の経済社会に対応した新たな需要と雇用を作り
出し、それを成長につなげていく。「新成長戦略」と「中期財政フレーム」がその
ための重要な政策です。菅総理の「強い経済・強い財政・強い社会保障」を実現す
る。そして同時にアジアのなかでの日本の位置づけを再定義し、東アジア共同体創
設に向けて内閣としてリーダーシップを発揮してまいります。

衆議院議員 徳島１区 当選６回
第二東京弁護士会所属 ２３期
１９９６年・２００４年 民主党政策調査会長
２００５年 民主党NC厚生労働大臣
２００９年 内閣府特命担当大臣（行政刷新） 公務員制度改革担当

細川律夫氏が厚生労働大臣
皆様には日頃よりご協力を賜り心より感謝申し上げます。また大臣拝命に際しま
しては、温かいご祝詞等を賜りまして誠にありがとうございます。身に余る重責で
はありますが、ご期待に沿うよう努力いたす決意です。
厚生労働省は、「国民生活が第一」という政治目標を実現する上で最も重要な役
所です。少子高齢社会の進展、景気の低迷により様々な困難に直面しておりますが、
それぞれ解決の足がかりを得て、安心して暮らせる社会を築くため、精一杯努力し
てまいります。

衆議院議員 埼玉３区 当選７回
埼玉弁護士会所属 ２６期
２００７年 民主党NC法務大臣
２００９年 厚生労働副大臣

副大臣
総務副大臣 平岡秀夫
衆議院議員 山口２区 当選５回
山口県弁護士会所属
２０１０年 内閣官房国家戦略室長

兼内閣府副大臣

法務副大臣 小川敏夫
参議院議員 東京選挙区 当選３回
東京弁護士会所属 ２５期
２００９年 参議院農林水産委員長

農林水産副大臣 筒井信隆
衆議院議員 新潟６区 当選５回
新潟県弁護士会所属 ２２期
２００９年 衆議院農林水産委員長

弁護士会会員である大臣等の紹介
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民主党との朝食会報告 自由民主党との朝食会報告

１０月２９日、民主党との朝食会が開催され、民主党から代理を

含め１９名の議員の方に出席いただきました。朝食会では、江田

五月最高顧問からご挨拶をいただいた後、日弁連側から、司法

修習生の給費制問題の現状報告、そして、民事訴訟提訴手数料

の低・定額化、裁判員制度の３年後検証及び取調べの可視化に

向けた取り組みについての説明がされました。これらの課題に

ついて、多くの議員の方からご意見を頂き、また、平岡秀雄議

員からは、司法制度に直結する弁護士の「身の回りの問題」だ

けでなく、武器三原則に関わる平和の問題や放送と通信の融合

といった政策等の「社会的な問題」に関しても、日弁連の意見

を聞けることを期待したいというご意見も頂きました。

（企画委員会副委員長 熊木 明）

１０月２０日に自由民主党との朝食会が開催されました。日弁連

会長、副会長からそれぞれ日弁連の抱える問題点について説明

と要請があり、これに対して、高村正彦議員、甘利明議員、河

村建夫議員、山本有二議員、馳浩議員、世耕弘成議員、柴山昌

彦議員、森まさこ議員から、それぞれ取調べの可視化問題、法

曹人口問題、司法修習生給費制維持問題等についてご見解の披

露がありました。朝食会の直後に自民党の法務部会が予定され

ていたこともあり、日弁連側も自民党側も（普段の朝食会と比

較すると）若干緊張した面持ちでした。なお、森まさこ議員か

ら「日弁連・弁政連側は女性が一人もいないじゃないですか。」

というお叱りを受けました。

（企画委員会副委員長 豊田賢治）

公明党との朝食会報告 みんなの党との朝食会報告

１０月１９日、ホテルニューオータニにおいて、公明党との朝食

会が開催されました。公明党から、山口那津男代表、井上義久

幹事長をはじめ１２名が出席し、弁政連及び日弁連からは弁政連

梶谷剛理事長、日弁連宇都宮健児会長以下３１名が出席しまし

た。

日弁連から、民事司法改革課題として提訴手数料の低・定額

化について、刑事司法改革課題として裁判員制度の３年後検証

問題、取調べ可視化問題について説明及び要請がなされ、公明

党の魚住裕一郎司法制度改革委員会委員長及び大口善徳政務調

査会法務部会長が意見を述べました。司法修習生の給費制につ

いて、漆原良夫国会対策委員長から、各党の協議が大詰めを迎

えているとの説明がありました。

（企画委員会委員長代行 廣瀬健一郎）

１０月１３日、ホテルニューオータニにおいて、日本弁護士政治
連盟主催でみんなの党との朝食会が開催されました。みんなの
党からは、渡辺喜美代表以下国会議員１３名に出席いただき、弁
政連側からは梶谷剛理事長、宇都宮健児日弁連会長ら弁護士１６
名が出席しました。
朝食会においては、渡辺喜美代表にご挨拶いただき、その後、

民事司法改革課題として行政訴訟改革について高木光春日弁連
副会長から、刑事司法改革課題として裁判員制度及び取調べの
可視化問題について江藤洋一日弁連副会長から、みんなの党に
対し、それぞれ説明がありました。行政訴訟改革については、
みんなの党の取り組む公務員制度改革、刑事司法改革について
は検察審査会についての議論も含め、参加した議員の皆様よ
り、多くの意見を頂戴しました。また、司法修習生の給費制存
続についても議論されました。みんなの党との会合は今回が初
めてでしたが、活発な意見交換がなされ有意義な会となりまし
た。 （企画委員会副委員長 上山直樹）

各政党との朝食会報告
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当支部では、愛知県弁護士会との共催で平成２２年

２月２６日に名古屋市内のホテルにて「衆議院議員山

尾しおりさんとの懇談会」を開催し、若手１０名を含

む３５名の弁護士の出席を得た。法曹出身の若手衆議

院議員である山尾さんのお話しを聞いて、今後の弁

護士や弁護士会の諸活動に役立てようとの趣旨での

開催であり、愛知県弁護士会々員に対する当支部の

広報活動の一環でもある。

衆議院議員の仕事の内容や国会の現状、「法案に

は通る潮目がある」とのことで話された取調べの可

視化法案や夫婦別姓制度の現状、国会議員の仕事と

法曹の仕事の共通点等、山尾さんのお話しはどれも

興味深い内容であったが、実務法曹にとって必要と

されているリーガルマインドは立法活動に携わる議

員にとっても必要な思考方法であり、平素からリー

ガルマインドを駆使して仕事をしている弁護士は、

国会議員としては勿論、その政策秘書や地方議会の

議員としても充分に活躍できることを熱く語られた

山尾さんの姿が特に印象的であった。

今回の山尾さんとの懇談会に参加した若手弁護士

の中から、政策秘書や地方議会の議員、ひいては衆

参両院の議員を目指

す人が現れることが

楽しみであり、当支

部としては、今後

も、愛知県内選挙区

選出の国会議員及び

愛知県議会議員や名

古屋市議会議員との

懇談会の開催を企画

したいと考えてい

る。

１ 徳島支部は、本

年４月１０日に設立

されたばかりの支

部であるが、これ

までに２つの活動

を行った。

２ １つ目は、弁政

連徳島支部の役員

と徳島弁護士会の

執行部による合同役員会の開催で、参議院議員選

挙を控えた今年の６月に、弁護士会として喫緊に

取り組むべき課題は何であるのかについて意見交

換をし、国会議員への要請行動のテーマを絞り込

んだ。

２つ目は、弁政連と弁護士会の合同による国会

議員への要請行動で、合同役員会での協議結果を

踏まえて、修習生の給費制の維持、裁判官増員と

裁判所支部の充実、取調べの可視化について、徳

島県選出の国会議員に対して要請行動をした。

３ 小規模会において弁政連の組織と活動を活性化

するためには、弁護士会と密接に連携を取ること

が不可欠なので、今後も弁護士会と密に連携を取

りながら、様々な課題の実現に向けて取組んでい

きたい。

支部報告�

愛知県支部報告 「衆議院議員山尾しおりさんとの懇談会」を開催
愛知県支部事務局長 �木 道久

弁政連徳島支部がスタート
徳島支部支部長 島田 清

島田清支部長

山尾しおり衆議院議員
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編集後記

１０月２９日、行政事業レビュープロジェクト（弁護士「仕分け
人」チームによる「国丸ごと仕分け」）が新日本法規出版株式
会社より出版されました。

本書は、国・自治

体の事業仕分けの評

価者（仕分け人）経

験者を含む弁護士有

志からなる「行政事

業レビュープロジェ

クトチーム」が、各

府省の自主点検によ

り公開された事業レ

ビューシートと公開

情報を手がかりに、対象事業の事業内容及び平成２３年度

概算要求への公開プロセスの評価結果の反映状況につい

て、独自に分析・検証したプロジェクトの報告書です。

チームには、弁政連企画委員会のメンバーも主力メン

バーとして参加しています。

国まるごと仕分け（行政事業レビュー）は、事業仕分

けの内生化・常態化を目指したものですが、府省自身に

よる内部的な検証・分析に加え、外部からの検証、議論

のフォローアップがされることが、その実効性確保につ

ながるものと思われます。本書が、かかる外部検証に資

するとともに、今後、国、自治体等の事業仕分けに携わ

る人たちの参考資料としても価値を有するものとなるこ

とを期待します。出版後の１１月２４日、企画委員会委員、

行政事業レビューの評価を行った行政事業レビュープロ

ジェクトチームのメンバー、内閣官房国家戦略室及び行

政刷新会議事務局で活躍している弁護士並びに日弁連若

手法曹サポートセンターのメンバー等合計２１名の弁護士

が、枝野幸男衆議院議員・本多平直衆議院議員・山尾し

おり衆議院議員との懇談会を開催しました。３名の議員

は、参加者とゆっくり歓談して、参加した弁護士からの

質問や意見に耳を傾けて、丁寧に答えてくださいまし

た。和やかな雰囲気の中で、若手弁護士の政治や行政の

場における活動の在り方等について、活発な意見交換が

行われました。

（企画委員会委員長代行 廣瀬健一郎、

同副委員長 上山直樹）

今回は、大変エポックメイキングな弁政連ニュースとなりました。（いいだ）

かなり政治日程であたふたしましたが何とか刊行できました。（いでい）

いろいろあるので、編集も大変です。（なぎら）

長妻昭前厚生労働大臣との朝食会
１２月２日、長妻昭前厚生労働大臣との朝食会が開催された。梶谷剛理事長、

尾崎純理企画委員会委員長、弁政連理事及び企画委員会の委員等合計２８名が

参加した。長妻議員より厚生労働大臣在任中の官僚との緊張感あるやりと

り、苦労話を聞くことができた。特に、古い役所文化の話は、新聞等を通し

てある程度は知っていたが、官僚と実際に戦ってこられた長妻議員の話はと

てもリアリティがある非常に興味深いものであった。また、弁護士の立法過

程への関与の仕方、政治家として弁護士に求める役割についても率直な考え

を述べられ、その後、参加者からの質問に丁寧に答えられた。政治家が弁護

士の求める役割については、政治の中における官僚の役割と比較しつつ、ご

自身の厚生労働大臣としての経験をもとに、日々重大な決断（選択）をしな

ければならない場面において、決断（選択）をする際のセカンドオピニオン

的意見を述べることを弁護士に期待していると述べられた。

（企画委員会副委員長兼事務局次長 赤司修一）
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